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論 文 内 容 の 要 旨


























第4章 では、相当因果関係においては、前行事実が一般的 ・普遍的に観察 して後行事実をその








が荒天に逢い大破 し、沈没するであろうと推定されるとき、たまたま失火 し、船舶が焼失 ・沈没
した場合において、海難と沈没との間に因果関係が中断されているにもかかわらず、なお因果関
係の存在を認めようとする見解があるが、かかる見解は妥当でないと論じている。
第7章 では、結果に対す る相当条件が1個 である場合(単 純因果関係)と 複数である場合(複
雑因果関係)と に分け、後者をさらに①前後継起的因果関係(複 数の相当条件が前後継起的につ
ながって結果をもたらす場合)、 ②補完的因果関係(複 数の相当条件が併立的に作用して一つの










を法的原因と考える見解)、 最有力条件主義(結 果の発生に最:も有力に作用 した条件を法的原因






相当条件を法的原因と見 る)を 示 している点が注目され る。
論 文 審 査 結 果 の 要 旨
本論文提出者が老齢にもかかわらず清新な感覚で問題の究明に当っていることが、まず注目に
値する点である。そして、その結果として、相当因果関係説が保険法における各種の因果関係問題
の解決に十分効果的であること、近因主義 ・最有力条件主義 ・不可避的結果主義などの諸学説は、
相当因果関係説を認めた上で、法的原因をどのように選択するかに関する学説であって、相当因
果蘭係説と矛盾 ・対立するものでないこと、などを明らかにした点はその学問的価値を高 く評価
しなければならない。これによって錯綜 した保険法上の因果関係論が見事に整理されたと認あら
れ るが、これは永年にわたる本論文提出者の研究の積み重ねの成果と考えられる。もっとも、や
や割り切りすぎと思われ る点がないわけではないが、これは本論文の全体的価値に影響を与える
ものではない。
以上によって、本論文提出者は法学博士の学位を授与されるに値すると認める。
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